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自己紹介

https://www.itmedia.co.jp/news/0204/05/feminity.html

https://echonet.jp/

https://www.eccj.or.jp/vanguard/commende-10.html https://www.w3.org/

東芝 / 世界初のネットワーク家電Feminityシリーズ2002

東芝 / 省エネ大賞製品の開発1997
W3C Keio site Manager/ HTML5の普及
2009

夢：みなさまと創りたい＝
IoTスマートハウスで「新しい住まい方」を創りたい。

http://sh-center.org/

一色 正男(いっしき まさお)
経歴：東芝時代（1982入社-2008卒業）

慶應義塾大学特任教授(2009-2015)
神奈川工科大学(2013-現在）

https://www.itmedia.co.jp/news/0204/05/feminity.html
https://echonet.jp/about/
https://www.eccj.or.jp/vanguard/commende-10.html
https://www.w3.org/
http://sh-center.org/
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標準化：HEMSの公知な標準インターフェイス

平成24年2月、経済産業省が、ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)
をHEMSにおける公知な標準インターフェイスとして推奨。

出所：スマートハウスビル標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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認証支援センターの外観

3つのテーマを中心に活動
１）ECHONET Lite相互接続環境（認証支援センター）の整備
２）新規参入事業者向けのＨＥＭＳ開発支援キットの開発
３）安全性等を考慮したＨＥＭＳ及び接続機器の運用ルール・ガイドラインの策定支援

実機接続可能なECHONET Lite機器を順次拡充

企業様に相互接続試験環境を提供
/地元企業への支援にも注力

【経済産業省 スマートハウス国際標準化研究事業（H23-26）】

HEMS認証支援センターの紹介
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2022年11月21日にセンター設立10周年を迎えました

http://sh-center.org/shrepo/1044

スマートハウス研究センターが運営する試験施設、HEMS認証支援センターが2022年11月21日に
設立10周年を迎えました。多くの企業・団体や関係者の皆さまに支えて頂いた10年でした。これからも
ECHONET Liteの普及活動に邁進いたします。引き続きのご支援のほど、何卒よろしくお願いします。

http://sh-center.org/shrepo/1044
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開発支援：SDKs from KAIT

Tool

http://sh-center.org/sdk

Middleware

Emulator Others

JSON file of 
Appendix

神奈川工科大学でiphone向け
コントローラーアプリを開発。
「ECHONET Lite」で検索！

♯照明用、エアコン用、レンジフード用など

http://sh-center.org/sdk
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SDK紹介： SSNG for iOS 
SSNG for iOS は ECHONET Lite の任意のパケットを作成して送信するツー
ルです。ECHONET Lite 機器の動作確認や、ECHONET Lite プロトコルの学
習に利用できます。iPhone で利用できます。

■主な機能
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センターのVR見学サービス公開中
http://sh-center.org/mr-tour

http://sh-center.org/mr-tour
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ECHONET Lite
（HEMS)機器

IOT
機器

Home
IoT

Server Client 
App

ECHONET Lite
（HEMS）機器

IOT
機器

Home
IoT

Server Client 
App

人と人のきずな
Human Relationship

人と人のきずなを支援する
Supporting the human relationship 

「きずな情報」
Relation Information

クラウド

AI

パートナー
ロボット
Partner Robot

人
Human

（例：見守りサービス）

HEMSが、人を見守り、伝える。

HEMSが検知：
おじいちゃん
調子いい HEMSが伝達：

おじいちゃん
調子good！

AI_!?

人を幸せにするIoTスマートハウス
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スマートハウス研究センターの研究紹介
身の回りを素敵にするスマートハウスサービスを作り出す基盤技術を研究しています。
特に、IOT技術（国際規格ECHONET LITE規格化対応機器）とAI技術の連携応用研究を中心に行っています。

ECHONET Lite
機器

IOT
機器

インターネット

Home IoT
Server

Cloud IoT
Server

Web Service
（天気情報）Web Service

（交通情報）

Client 
App

Client 
App

IOTサービス
プラットフォーム3. 人とロボット＆IoT機器の連

携協働技術への応用研究

1. IoTサービスプラット
フォーム の高度化研究

2. クラウドAIの高度化研究

WebAPI SDK

素敵な未来の家を
皆と作りたい。
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1. IoTサービスプラットフォーム ＆2. クラウドAIの高度化研究

4
IoT家電／デバイス サービス連携 その他のWeb情報やユーザ入力

生活評価関数

生活改善ポートフォリオ
（毎日，毎週，毎月…）

HEMS 生活データ

利用者に提示
（本人や
遠隔地の家族等）

生活評価表（HAL）
生活処方箋（HIM）

・生活改善
・生活記録

生活データの記録と蓄積

クラウドサービス、クラウドAIとの連携
（ブランディング構想）

WAN

LAN

生活評価表データレベルでの共有で
・プライバシーやセキュリティに考慮
・意味のあるデータとして外部サービスの負担減

①

②生活評価と
アドバイス

③

生活評価表（HAL）

4
4
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4

1. IoTサービスプラット
フォーム の高度化研究

2. クラウドAIの高度化研究

サービスを共同で
創れる環境を整備
しています。
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3. 人とロボット＆IoT機器の連携協働技術への応用研究

Atmosfield

Casual

Hostile

Lively

Friendly
Calm

Formal

LOVOTがいる環境における

カメラ動画を用いた

表情・姿勢に基づく雰囲気の把握

Face 
expression

Posture
Distance

Face 
expression

Posture
Distance Air conditioner

Hue

(bridge)

Hue

(lighting)

ECHONET Lite-enabled device 

Home network router

JSONP ECHONET Lite

IR 

Remote

[Smart house control]

TV

Kadecot API server

(tablet PC)

スマートリビングによる

雰囲気の可視化・共有

雰囲気場

クラウド

サービス

コニュニケーションロボットが愛されることによる家族の影響の評価
ロボットと雰囲気を共有する場でのスマートリビング制御
親近感あふれる家族ロボットを通じたテレパシー（遠隔雰囲気の共有）

機械学習を用いて普及しやすいシステムに 家電・ロボットを用いた雰囲気の可視化・共有

3. 人とロボット＆IoT機器の連
携協働技術への応用研究

ロボットと家電を
連携したサービス

を作ろう。
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IoT-AIサービス例：行動変容により健康を創る（生活質向上）

健康を創る

安心を提供

運動促進で健康 就寝促進で健康

暴飲防止で健康

(ゲームしすぎ防止サービス)(高齢者見守りサービス)

(健康促進サービス)
共用AIサービス要素

複雑系生活
IoTデータ

読み解く
新AIが必要

IoT-AIサービ
ス

共用AIサー
ビス要素

13
「共用AIサービス要素（要素AI)」創出を期待する
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AIの時代でもラスト1メートルはハードウェア！
HEMS認証支援センターが中核施設として発展に貢献

IoT-AIサービスは、大学研究者コミュニティの活躍が必須！
共用AIサービス研究拠点整備で実現させたい。

IoT機器利用のIoT-AIサービス新時代へ

複雑系生活IoTデータを読み解く新AIが必要。
＞新手法、真アイデアでの実用可能なAI技術研究を大学研究者コミュニティで知識共用しながら発展させたい。

複雑系生活
IoTデータ

読み解く
新AIが必要

IoT-AIサービ
ス

共用AIサー
ビス要素

https://echonet.jp/e-lite/
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（学習）スマートハウスを学ぶ

家電製品協会がスマートハウス向け資格を創設
スマートマスターの詳細に関してはこちら

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/smartmaster/

技術総合誌『OHM』で連載していた
（2015年5月号～2016年4月）

｢自分で作ろう！スマートハウス｣書籍化。
http://sh-center.org/hemsinfo/2484

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/smartmaster/
http://sh-center.org/hemsinfo/2484
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お知らせ：Reseach Day
2023年3月31日（金）13:00～15:00
参加方法：事前申し込み不要・参加無料

https://www.kait.jp/topics/researchday/

https://www.kait.jp/topics/researchday/
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ニューノーマル時代のIoTスマートビジネスを創りましょう

http://sh-center.org/

アップデートで
未来を！

http://sh-center.org/
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